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2026年 5月 22日 

サステナビリティ基準委員会 

ドイツ会計基準委員会 

 

サステナビリティ基準委員会の代表者と 

ドイツ会計基準委員会の代表者による会合をベルリンで開催 
 

サステナビリティ基準委員会（SSBJ）の代表者とドイツ会計基準委員会（DRSC）の代表者

は、2026年 5月 21日にドイツのベルリンで会合を開催しました。 

 

今回の会合では、SSBJ及び DRSCがそれぞれの活動状況を報告するとともに、EU域外企業

向けの欧州サステナビリティ報告第三国基準（N-ESRS）に関する最近の議論の進展について

協議するとともに、今後の協力の可能性について意見交換を行いました。 

 

SSBJと DRSCは、今後も継続的に意見交換を行っていく予定です。 

 

川西 安喜 SSBJ委員長は、次のように述べています。 

「DRSCのゲオルグ・ランフェルマン氏のリーダーシップの下、ベルリンにおいて本会合を

主催していただいたことに心より感謝申し上げます。本会合における議論は、ドイツ及び欧

州全般の状況について理解する上で、極めて有益なものでした。DRSCとのこの実りある対

話を今後も継続していくことを楽しみにしています。」 

 

ゲオルグ・ランフェルマン DRSC委員長は、次のように述べています。 

「SSBJの川西委員長及び山口委員に、ここベルリンでお会いする機会を得られたことを大

変嬉しく思います。こうした二国間会合は、異なる法域間の相互理解を深める上で非常に有

益であることを改めて実感しました。日本における現在の議論に関する経験や見解を共有し

てくださった川西委員長及び山口委員に感謝いたします。」 

 

サステナビリティ基準委員会（SSBJ）について 

サステナビリティ基準委員会（SSBJ）は、2022年 7月に公益財団法人財務会計基準機構

（FASF）の下に設立されたプライベート・セクターの機関です。SSBJは 2025 年 3月我が国

最初のサステナビリティ開示基準を公表しました。金融商品取引法において、SSBJが開発

したサステナビリティ開示基準は、金融庁長官により日本において一般に公正妥当と認めら

れるサステナビリティ開示基準として指定されています。SSBJは、海外のサステナビリテ

ィ基準設定主体とコミュニケーションを取り、グローバルなサステナビリティ開示基準の開
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発に貢献しています。SSBJに関する詳細な情報は、ウェブサイト（https://www.ssb-

j.jp/jp/）をご参照ください。 

 

ドイツ会計基準委員会（DRSC）について 

ドイツ会計基準委員会（DRSC）は、1998年 3月 17日にドイツ産業界により設立された、独

立の非営利登録協会（registered not-for-profit association）であり、ベルリンに本部

を置いています。DRSCは、ドイツ商法典第 342q条に基づく民間の基準設定主体として、ド

イツ連邦司法省より正式に承認を受けています。DRSCに関する詳細な情報は、同委員会の

ウェブサイト（https://www.drsc.de）をご参照ください。 
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